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研究成果の概要（和文）：日本海拡大および西南日本弧の時計回り回転と同時期に起こった海溝寄り地域火成活動の年
代を精密に拘束するために瀬戸内火山岩類を中心としてジルコンのウラン・鉛年代測定を行った。その結果と過去のデ
ータをあわせると瀬戸内火山岩類は紀伊半島、四国西部、九州東部で年代範囲が重なり明確な島弧伸長方向の年代変化
は見られなかった。また四国西部、紀伊半島については外帯花こう岩類も含めて明確な島弧横断方向の年代変化は見ら
れなかった。また、瀬戸内珪長質火山岩類の全岩化学組成分析から、スラブ融解由来の可能性のある高Sr/Y比のデイサ
イト～流紋岩は四国西部から紀伊半島中部の範囲に産出することがわかった。

研究成果の概要（英文）：U-Pb dating of zircons from near trench igneous rocks of the southwest Japan arc 
was carried out to constrain the age range of the near trench magmatism occurred in the same period with 
the spreading of Japan Sea and the clockwise rotation of the southwest Japan arc. Taken together results 
of this study and previous data, age ranges of the Setouchi Volcanic Rocks in Kii Peninsula, western 
Shikoku and eastern Kyushu totally overlap, and the change of the age for along arc direction is not 
observed. In addition, clear arc transverse direction age change, including the Outer Zone Granitic Rocks 
for western Shikoku and Kii Peninsula is not also observed. Based on the whole rock chemical composition 
analysis of Setouchi felsic volcanic rocks, dacite - rhyolites with high Sr / Y ratio that might be 
derived from the slab melting are to have been produced in the range of the central Kii Peninsula and 
western Shikoku.

研究分野： 地質学
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１．研究開始当初の背景 
西南日本弧は古地磁気学的検討により、1500
万年前頃に時計回り回転を行いユーラシア
大陸から離れたことが明らかにされた。それ
とほぼ同時期に形成されたとみられる火成
岩類が西南日本弧の第四紀火山フロントよ
り海溝に近い地域に広く分布する。西南日本
弧の回転により拡大終焉期の四国海盆を含
むフィリピン海プレートが島弧下に沈み込
んだことがこの特異な火成活動の原因とな
ったものとみられる。 
 瀬戸内火山岩類はそのような海溝寄り地
域の火成活動のメンバーの一つである。マン
トルかんらん岩と平衡なメルトに由来する
高マグネシア安山岩の産出によりそのマグ
マ成因について広く興味を惹いてきた。高マ
グネシア安山岩については全岩の微量元素
組成、Sr-Nd-Pb-Hf 同位体組成の検討により、
スラブ融解に由来するメルトがマントルウ
ェッジを構成するかんらん岩と反応するこ
とにより生成したという考えが有力である。
また、瀬戸内火山岩類には地域によって、
Sr/Y 比が高く、重希土類元素に枯渇するデイ
サイト〜流紋岩が出現することも知られ、そ
れらは沈み込んだスラブ上の堆積物がマン
トル深度で融解したことで発生したメルト
に由来するものという提案がある。 
 このように瀬戸内火山岩類は西南日本弧
の中期中新世海溝寄り地域の火成活動の中
でも沈み込む高温のフィリピン海プレート
の融解と成因的に直接関係づけられる可能
性の高いものである。 
 
２．研究の目的 
 瀬戸内火山岩類の成因については上記の
ようなメカニズムが提案されているが、地域
のテクトニクスの議論に結びつけるには不
可欠のデータが幾つか不足している。例えば
瀬戸内火山岩類の活動時期は 12-16 Ma とさ
れるが、これは主に K-Ar 年代を中心とする
精度及び確度に問題がある年代値が含まれ
るため年代幅が広くなっていると推定され
る。ジルコンのウラン・鉛法による年代はマ
グマ内で晶出した結晶（火成ジルコン）が得
られるならばその高い閉鎖温度及び岩石の
変質による影響が少ないことから信頼度の
高い火成年代が得られる。瀬戸内火山岩類に
はジルコンを含む中間質〜珪長質の火成岩
類が広く存在するためジルコンのウラン・鉛
年代測定を広域的に行うことで、火成活動の
レンジをより精密に拘束したい。また、火成
ジルコンを鉱物学的に検討することで、スラ
ブ融解についてのマグマ生成時の情報を得
られる可能性もある。 
 さらに、スラブ融解に結びつけられる重希
土類元素に枯渇する珪長質火成岩の分布も
十分に検討されていない。 
 これらのデータを総合的に収集・検討する
ことでスラブ融解というマグマ成因につい
て検討することが研究目的の一つである。ま

た、スラブ融解に結びつけられる高マグネシ
ア安山岩および重希土類元素に枯渇する珪
長質火成岩の時間・空間分布を精密に決定し
て当時の高温の四国海盆スラブの西南日本
弧下の分布を知ることで、火成活動時のプレ
ート配置についての情報を得ることも、研究
目的の一つである。 
 
３．研究の方法 
 瀬戸内火山岩類を中心とする西南日本弧
の中新世の海溝寄り地域に分布する火成岩
類の野外調査と試料採取を行った。本研究採
択前に収集した試料に加えて、不足の試料を
採取するため、調査地域は九州東部、四国西
部、紀伊半島に及んだ。また、瀬戸内火山岩
類に特徴的に産する高マグネシア安山岩を
産する幾つかの地域（沖縄県久米島等）につ
いても全岩化学組成の比較のため試料採取
を行っている。 
 採取した試料は光学顕微鏡下での薄片観
察や蛍光X線分析による基礎的な全岩化学デ
ータに基づき選別を行い、適切な試料につい
て鉱物分離を行いジルコンを分離した。 
 ジルコンはテフロンシートにマウント・表
面研磨後、東京大学地震研究所に設置のレー
ザーアブレーション ICP 質量分析計
（LA-ICPMS）によるウラン・鉛年代測定を
行った。また一部ジルコンを含まない試料に
ついては、Ar-Ar 年代測定を行うべく試料調
整を行った。 
 
４．研究成果 
 瀬戸内火山岩類を中心とする西南日本弧
中期中新世の海溝寄り地域火成岩について
ジルコンのウラン・鉛年代測定を進めた。 
 本研究採択前にも九州の外帯花こう岩類、
紀伊半島の外帯花こう岩類及び瀬戸内火山
岩類について予察的な年代測定を進めてい
たが、これらの地域の欠落部分、および四国
西部の外帯花こう岩類、瀬戸内火山岩類につ
いての年代測定を進めた。以下過去データと
今回新規で得たデータをまとめた年代の概
要を記す。 
 九州については、外帯花こう岩類は
15.6-13.5 Ma の主要活動期に多くが集中し、
海溝から離れるほど年代が若くなる傾向が
見られた。従来外帯花こう岩類の一因とされ
てきた甑島の花こう閃緑岩は約 10 Ma で別の
活動であるとみられる。一方九州の瀬戸内火
山岩類である大野火山岩類は14.58-15.19 Ma
の年代を示し、外帯花こう岩類の年代変化傾
向とは整合的でない。 
 四国西部については、外帯花こう岩類から
瀬戸内火山岩類にかけて 14.2-15.0 Ma の年
代範囲にあった。分布の北端、倉橋島のデイ
サイト岩脈のみ 12.4 Ma と他より若い年代を
示した。 
 結果的に紀伊半島、松山周辺、九州の大野
火山岩類と比較すると年代は 14.2-15.1 Ma
の範囲でよく重なり瀬戸内火山岩類につい



ては、明確な島弧延長方向の年代変化は見ら
れない。紀伊半島及び四国西部について、外
帯花こう岩類から瀬戸内火山岩類にかけて
の年代範囲は重複し、島弧横断方向の明確な
年代変化も見られない。ただし、もっとも古
い年代は海溝に近い岩体から得られている。 
 したがっておおよそ 14-15 Ma の外帯花こ
う岩類・瀬戸内火山岩類の火成活動の最盛期
は少なくとも延長 500 km。幅 100 km 程度の
範囲で同時的に広域的な活動があったこと
になる。 
 なお、ジルコンを含まずウラン・鉛法での
年代測定ができない試料について、全岩ある
いは鉱物のAr-Ar法による年代測定の準備を
進めていたが、遂行は研究期間をまたいで
2016 年度中に行えるよう試料採取・調整を終
えている。 
 全岩化学組成の検討としては、これまで分
析を行っていた紀伊半島から四国西部の瀬
戸内火山岩類に加えて、九州東部の瀬戸内火
山帯の西縁とされる大野火山岩類について
も試料採取・分析を行った。その結果大野火
山岩類の珪長質メンバーには高 Sr/Y 比の岩
石を欠くことがわかった。過去の自己データ
と文献データに基づくと、高マグネシア安山
岩の分布は九州東部〜紀伊半島中部、高 Sr/Y
比の珪長質火成岩は四国西部〜紀伊半島中
部の範囲となる。いわゆる瀬戸内火山体の
西・東端でスラブメルト由来の成因が提案さ
れている岩石種の一部または両方を欠くこ
とは、当時の島弧下の高温の四国海盆スラブ
分布の範囲に制限を与える可能性がある。 
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